
英文読解の基礎講座　第2講 
①文の要素について 
　英文は、（　　　　　）・（　　　　　　）・（　　　　　　　）・（　　　　　　）の主要
素＋（　　　　　　）で成り立っています。この5つの記号で英文を表していきます。

　・Sは、「～は」「～が」を表し、（　　　　）しかSになれない。

　・Vは「～する」「～である」を表し、日本語でいうところの述語になるので、述語動詞という
　風にも呼ばれる。（　　     ）（　　　   ）（　　　    ）は述語動詞にはなれないので要注意！
　　ちなみに、（　　　　　）と（　　　　　）は必ず述語動詞になります！！ 

　・Oは、「～を」「～に」を表し、（　　　　）しかOになれない。
　　（例）I read a book. 「私は本を読んでいる」
　　　「何を」にあたる「a book」がOとなる。
　　
　　また、「前置詞＋名詞」（例：in English）の「English」は前置詞の目的語と言われる。

　・Cは、S・Oとの（　　　　　）を表し、（　　　　）と（　　　　　）がなれる。
　　（例）I am happy. 「私は幸せだ」←「私＝幸せだ」という主語とイコール
　　（例）I call him Ken. 「私は彼をケンと呼ぶ」←「彼＝ケン」という目的語とイコール

　・Mは、修飾語を表し、（　　　　）・（　　　　　　　　　　　　　　　）・
　（　　　　　　　　　）がなる。Mは主要素にならないので、あっても無くてもいい。
　　（例）I slowly run. 　「私はゆっくり走る」←「slowly」がM

　　（例）I read a difficult book. 「私は難しい本を読む」←「difficult」がM

　　（例）I swim in the morning.「私は午前中に泳ぐ」←「in the morning」がM

②前置詞について 
【1】かたち
　・（　　　　　　　　　）のワンセットで働く。
　　→直後に名詞がないときは、文法的に「あるルール」が働いているor前置詞自体が副詞として
　　　機能している場合に限られる。（←今は気にしなくてもいいよ！）

　・前置詞＋（　　　    ）と（　　　　    ）はNG！
　（例外）from behind 「後ろから」/from under the table「机の下から」
　　　　　except for A 「Aを除けば」,except that S’ V’～　「～ということを除いて」
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【2】働き方
　・（　　　　）＆（　　　　　）として働く！
　　→（　　　　　）として働くということ。
　　→（　）や［　］でくくってMとして処理しよう！

　（例）He is in the library. 「彼は図書館にいる」
　
　　　「in + the library」が副詞として働いて、動詞「is」を修飾している。
　　　　He is ( in the library ).←副詞には（　）でくくります！
　
　（例）In 2022, many people in Japan have smartphones.

　　　「2022年、多くの日本の人々はスマートフォンを持っている」
　　　「In 2022」が、「have」を修飾し、「in Japan」が名詞「people」を修飾しているので、形容
　　　　詞の働きとなる。
　　　　　（In 2022), many people [in Japan] have smartphones.←形容詞は［　］でくくります！

　・例外として、まれに（　　    ）として働く場合もある。
　　（例）He is in danger.  「彼は危険にさらされている」←「He＝in danger」となる。
　　     ※「be動詞＋状態を表すin」という用法
　　
③5文型 
　【1】第1文型（SV）
　　・（　　　　　　　　　　　　　）を表す。

（例）I got to  Osaka. 「私は大阪に到着した」

　　　「get to～」が「～に到着する」という意味の熟語と知らなくても、SVは「Sがいる・ある・
　　　動く」という意味になると覚えておけば、答えられます。

　　Q1.次の英文を訳してみよう。
　　　She go into her room. 「　　　　　　　　　　　　　　」

　【2】第2文型（SVC）
　　・（　　　　　　　） を表す。
　　　（例）He got angry with her. 「彼は彼女に腹を立てた」

　　　　「He」がSで、「got」がV、その「got」の後ろの「angry」の品詞はわかりますか？
　　　　「angry」は「怒って」という形容詞です。形容詞の働きは覚えてますか？
　　　　形容詞は名詞を修飾する［＝Mになる］のかCになるか、でした。
　　　　今回修飾する名詞がないので、「angry」はCになります。
　　　　「He＝angry」という関係になり、SVCの第2文型となる。
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　Q2.次の英文を訳してみよう。
　　 You look young. 「　　　　　　　　　　　　」 

【3】第3文型（SVO）
　・（　　　　　　　　　　　）を表す。
　　（例）Kenta got the game for birthday. 「ケンタは誕生日にゲームをもらった」

　　　　「got」の後ろの「the game」は名詞なので、（　　　　　    ）のいずれかになる。
　　　　Sは「Kenta」なので、違う。すると、OかCのどちらかだが、「Kenta＝the game」になら
　　　　ないので、Cでもないとわかり、この文はSVOの第3文型を表す。

　Q3.次の英文を訳してみよう。
　　I use this pen. 「　　　　　　　　　　　　　」

【4】第4文型（SVOO）
　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）を表す。
　　（例）They got their friends presents. 「彼らは友達にプレゼントを用意した」

　　　「got」の後ろの「their friends」は名詞で、＝にならないのでOになり、次の「presents」も
　　　名詞で、前の「their friends」と＝にならないので、これもOとなり、SVOOの第4文型を表す。

Q4.次の英文を訳してみよう。
　He teaches her English. 「　　　　　　　　　　　　　　」

【5】第5文型←1番重要！
　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）を表す。
　　（例）I got my hand dry. 「私の手は乾燥した」

　　　「got」の後ろの「my hand」はSと＝にならないのでOで、次の「dry」は形容詞でCかMに
　　　なるが、「my hand」＝「dry」となるので、SVOCの第5文型を表す。

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）がある。　

Q5,次の英文を訳してみよう。
　We named the cat Tama. 「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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④確認テスト 
（1）S［主語］になれる品詞は？ （　　　　）

（2）述語動詞になれないモノを3つ答えよう。 （　　　    ）（　　　   ）（　　　    ）

（3）必ず述語動詞になるモノを2つ答えよう。 （　　　　）・（　　　　）

（4）O［目的語］になれる品詞は？ （　　　　）

（5）C［補語］になれる品詞は？ （　　　　　　　　　　）

（6）M［修飾語］になるモノを3つ答えよう。
　　（　　　　）・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・　（　　　　　　　　　　）

（7）前置詞は常に何とセットになるか？ （　　　　）

（8）前置詞＋（7）の品詞を2つ答えよう。 （　　　　　）・（　　　　）

（9）次の英文の文型を答え、訳してみよう。
　［1］She eats breakfast every day. （　　　     ）文型　「　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　［2］He always keep his room clean. 

（　　　   ）文型　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　［3］You become a doctor. （　　　   ）文型　「　　　　　　　　　　　　　　」

　［4］I am in the library. （　　　　）文型　「　　　　　　　　　　　　　　」

　［5］I teach him English. （　　　　）文型　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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